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■アドミッション・ポリシー

【全学】

　徳島大学は、その理念、目標、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編成・実施の方

針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ、卓越した学術および文化を継承するとともに学びの志と進取の気

風をもち、未来へ飛躍する人材を養成するため、課題に対し自ら積極的に取り組む主体性、社会の多様性を

理解できる能力、協働性をもった次のような人を求めています。

○博士前期課程及び修士課程

・専門的知識と論理的思考を備え、明確な問題意識をもって研究を進める能力に加え、専門的な職業に従事

できる高度な能力を修得しようとする人

・多様な情報を的確に把握し、自らの自由な発想でその真偽と活用を判断し、高い倫理観・責任感を身につ

け、自立して行動しようとする人

・世界水準を目指す研究成果の発信により、地域を発展させる産業創出又は医療の深化・発展のために貢献

しようとする人

【医学研究科】

　医学研究科修士課程では、その理念、目標、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ、卓越した学術および文化を継承するとともに学びの

志と進取の気風をもち、未来へ飛躍する人材を養成するため、課題に対し自ら積極的に取り組む主体性、社

会の多様性を理解できる能力、協働性をもった次のような人を求めています。

●求める人物像

・最新の医学・生命医科学・医療に関する知識と技術を学ぶ熱意と能力を有する人

・医学・生命医科学・医療の研究を遂行するための生命倫理を尊重できる人

【修士課程／医科学専攻／修士（医科学）】

　医科学専攻では、医学科以外の出身者に医学に関する幅広い知識とともに先端的医科学の教育を行い、多

様な背景をもつ医学関連分野の指導的職業人や医学関連分野で博士課程に進学する者を育成することを目的

としています。このような目的に基づき、つぎのような人を求めています。

●求める人物像

（知識・技能、関心・意欲）

・生命科学の専門知識と論理的思考力を持ち、医学上の未解決の問題を解決すべく意欲と情熱を持って取り

組むことができる人

（思考力・判断力・表現力等の能力）

・生命倫理を尊重し、論理的思考、的確な判断力と正しい実験方法・調査方法によって医学上の課題に解答

を与えることができる人

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

・世界水準を目指す研究成果を発信し、医学の発展のために貢献しようとする人

●入学者選抜の基本方針

・個別学力試験では、英語の読解力・表現力及び専門分野に関する知識・技能を評価します。

・面接では、出願書類を参考に、その内容に関連する事項について質疑応答を行い、主として知識技能、関

心・意欲、思考力・判断力・表現力、主体性、協働性を総合して評価します。

　（社会人入試）そのほかに、社会人大学院生としての志望動機、大学院修了後のビジョンについても評価し

ます。

令和６（２０２４）年度　徳島大学大学院医学研究科修士課程

学 生 募 集 要 項
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Ⅰ　募　集　人　員

（備考）本研究科では、社会人の就学に特別な配慮を行うため「大学院設置基準第１４条に定める教育方

法の特例」を適用し、教育上特別の必要があると認められる場合は離職することなく、夜間その

他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行います。

Ⅱ　出　願　資　格

　入学を志願することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とします。

⑴　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条第１項に定める大学を卒業した者及び令和６年３月３１

日までに卒業見込みの者

⑵　学校教育法第１０４条第７項の規定により学士の学位を授与された者及び令和６年３月３１日までに授

与される見込みの者

⑶　外国において学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和６年３月３１日までに修了見込みの

者

⑷　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における１６年の課程を修了した者及び令和６年３月３１日までに修了見込みの者

⑸　我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了

したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施

設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者及び令和６年３月３１日までに修了見

込みの者

⑹　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は

関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指

定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う

通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了

することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者及び令和６年３月３１日までに修

了見込みの者

⑺　学校教育法施行規則第１５５条第１項第６号の規定に基づき、文部科学大臣が指定した者

⑻　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及び修了見

込みの者

⑼　大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における１５年の課程を修了し、本研究科におい

て、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

⑽　本研究科において、個別の入学資格審査により、第１号に規定する者と同等以上の学力があると認め

た者で、令和６年４月１日までに２２歳に達する者

注）上記資格の⑼、⑽により出願する者は、本研究科において事前に以下の個別の審査により、出願を認

めるかどうかを判定するので、この要項の６頁、７頁に記載の所定の書類を期限内に提出してください。 

今回募集人員１０人（社会人を含む）定員１０人医 科 学 専 攻
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①　出願資格の⑼により出願する者の資格審査

　　所定の単位を優れた成績をもって修得しているかどうかを提出された書類により審査し資格を判定

します。

②　出願資格の⑽により出願する者（短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校等の卒業者、修了

者等）の資格審査

　　大学を卒業した者と同等以上の学力があるかどうかを、提出された書類により審査し資格を判定し

ます。

Ⅲ　出願期間と受付場所

　１　出願期間　令和５年６月１５日㈭から６月２１日㈬まで（土・日曜日を除く）

　２　受付場所　〒７７０－８５０３

　　　　　　　　徳島市蔵本町３丁目１８番地の１５

　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部医学部学務課第一教務係医学研究科担当

　　　　　　　　電話（０８８）６３３－９６４９

　　　　　　　　受付時間は、毎日９時から１７時まで。郵送・持参とも６月２１日㈬１７時までに必着のこと。

　　　注）安全保障輸出管理について

　　　　　徳島大学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づいて「徳島大学安全保障輸出管理規則」を定め

て、物品の輸出、技術の提供、人材の交流の観点から学生の受入れに関して、厳格な審査を実施し

ています。規制されている事項に該当する場合は、希望する研究活動に制限がかかる場合や、教育

が受けられない場合があります。願書の提出の前に指導教員予定者と相談をするなど、出願にあたっ

ては注意してください。

　　　　　詳細については以下の研究支援・産官学連携センターのホームページを参照してください。

　　　　　https://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/active/ip/yusyutsukanri/

　

Ⅳ　出　願　手　続

　１　提出書類等 

所定の用紙に必要事項を記入したもの（最近撮影した正面、脱帽、上半身

縦４㎝、横３㎝の写真をはること。）

入 学 願 書

所定の用紙に必要事項を記入したもの（最近撮影した正面、脱帽、上半身

縦４㎝、横３㎝の写真をはること。）

受 験 票

所定の用紙に必要事項を記入したもの志 願 理 由 書

所定の用紙に必要事項を記入したもの履 歴 書

卒業・修了（見込）証明書

出願資格⑵に該当する者については、独立行政法人大学評価・学位授与機

構が発行した学士の学位授与証明書を添付すること。

卒業（見込）証明書等

出身大学（学部）長が作成した成績証明書成 績 証 明 書
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　２　手　　　続

　　⑴　入学志願者は、出願手続に必要な書類を取りそろえ、出願期間内に提出してください。

　　⑵　上記提出書類を郵送する場合は、「書留」とし、封筒に「大学院医学研究科修士課程入学願書在中」

と朱書きしてください。

　　⑶　出願資格の⑼、⑽により出願する者は、この要項の６頁、７頁に記載の所定の書類を期限内に提出

し、事前に個別の審査を受けてください。

Ⅴ　入　試　方　法

　　入学者の選抜は、学力検査、面接の結果及び成績証明書を総合して判定します。

　１　学力検査等

　　⑴　検査科目　外国語（英語）と小論文による筆記試験及び面接

　　⑵　日　　時　令和５年７月５日㈬　９時から

　　⑶　場　　所　徳島大学大学院医学研究科　徳島市蔵本町３丁目１８番地の１５

　２　成績証明書　出身大学（学部）長が作成した成績証明書を審査し、選抜判定の資料とします。

 

Ⅵ　障がいのある入学志願者について

　　本研究科に入学を志願する者で、障がいのある者は、受験上及び修学上の配慮を必要とすることがあり

ますので令和５年６月１日㈭までに蔵本事務部医学部学務課第一教務係医学研究科担当まで申し出てくだ

さい。

　　なお、上記以外の者で配慮を必要とする者もあらかじめ本研究科に相談してください。 

面　　　　　接小　　論　　文外国語（英語）

１３：００～　　　　１１：００～１２：００９：００～１０：３０

検定料３０,０００円
検定料を郵便振込の後、受領した「検定料払込証明書（出願用）」を「検定

料払込証明書」（本学所定の様式）に貼って提出すること。

なお、海外在住の志願者については、クレジットカード（VISA、JCB、
Master Card、AMERICAN EXPRESS等）又は中国銀聯カードによる払
い込みが可能です。海外からの出願方法等については「Ⅹ　徳島大学留学

生ポータル」を参照ください。

検定料払込証明書

現在大学院に在学中の者及び官公庁、会社等に在職中の者は、所定の用紙

により、その所属長が作成したもの

受 験 承 認 書

本邦に在留する外国人は、住民票の写しを添付すること。住 民 票 の 写 し

長３形封筒に９４円切手をはり、自己の住所・氏名・郵便番号を明記した

もの（願書を直接持参する者は不要）

返 信 用 封 筒

本要項に添付の所定用紙に郵便番号、住所、氏名を明記してください。あ て 名 票
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Ⅶ　合 格 者 発 表

　　合格者の発表は、令和５年８月４日㈮午前９時に医学部掲示板に掲示、徳島大学医学部のHPに掲載す

るとともに、合格者には、本人宛文書により、通知します。

　　なお、電話による合否についての照会には応じません。

　

Ⅷ　入　学　手　続

　　入学手続期間及び入学手続きの詳細については、合格通知時に通知します。

　

Ⅸ　入学料・授業料

　１　入学料　　２８２,０００円〔予定額〕

　２　授業料　　前期分　２６７,９００円〔予定額〕　　年間　５３５,８００円〔予定額〕

　　⑴　授業料の納付については、申し出により前期分の納付の際に後期分も併せて納付できます。

　　⑵　在学中に授業料改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。

　　⑶　入学料及び授業料は現行の金額であり、改定されれば改定額が適用されます。

Ⅹ　徳島大学留学生ポータル

　　徳島大学ホームページに、外国に住んでいて徳島大学へ留学を希望している方のために開設した「徳島

大学留学生ポータル」サイトがあります。

　　学部・大学院の概要、教員・研究者紹介、入学までの手続、各種奨学金、留学生宿舎、就職・進路など

を説明しています。徳島大学を知るための参考としてください。

　　徳島大学留学生ポータル（https://www.tokushima-u.ac.jp/isc/admission/)

　

Ⅺ　そ　　の　　他

　１　入学願書受付後は、提出した書類の変更及び検定料の払い戻しはできません。

　２　その他の経費（医学部後援会費等）として、入学手続きの際に約２９,０００円が必要です。本学及び本学

部出身者は一部不要な経費があります。

　３　募集要項を郵便で請求するときは、２５０円切手をはった自己あて（住所・氏名・郵便番号明記）の返

信用封筒（角２封筒３３.２㎝×２４.０㎝）を同封の上、本学蔵本事務部医学部学務課第一教務係医学研究科

担当へ申し込みしてください。（請求の際は「医学研究科（修士課程）学生募集要項請求」と明記してく

ださい。）

　４　医学研究科修士課程に入学後、その課程を修了し引き続き本学医学研究科博士課程に進学を希望する

者は、博士課程の入学試験を受験し合格しないと進学できません。

　５　出願手続き等に質問があれば、８４円切手をはった自己あて（住所・氏名・郵便番号明記）の返信用封

筒を同封の上、本学蔵本事務部医学部学務課第一教務係医学研究科担当へ照会してください。
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出願資格⑼により出願する者の資格審査について

１　大学に３年以上在学し、本研究科において、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

　⑴　提 出 書 類

　　①　出願資格審査願（本研究科所定の用紙）

　　②　在学証明書

　　③　在籍大学の学業成績証明書（最新の学業成績が記載された証明書で厳封したもの）

　　④　在籍の大学学部・学科の履修要覧（要項等）

　　⑤　在籍大学の受験承認書（本研究科所定の用紙）

　⑵　書類の提出期限及び提出先

　　①　提出期限　令和５年６月１日㈭

　　②　提出先　徳島大学蔵本事務部医学部学務課第一教務係医学研究科担当

２　外国において学校教育における１５年の課程を修了し、本研究科において、所定の単位を優れた成績を

もって修得したものと認めた者

　⑴　提出書類

　　①　出願資格審査願（本研究科所定の用紙）

　　②　履歴書（本研究科所定の用紙）

　　③　最終出身大学の修了証明書

　　④　最終出身大学の学業成績証明書（厳封したもの）

　　⑤　推薦書（本研究科所定の用紙に、在籍大学の学科主任、指導教員等が記載し厳封したもの）

　　⑥　志願理由書（本研究科所定の用紙）

　⑵　書類の提出期限及び提出先

　　①　提出期限　令和５年６月１日㈭

　　②　提出先　徳島大学蔵本事務部医学部学務課第一教務係医学研究科担当

３　資格審査結果の発表

　　令和５年６月１２日㈪付けで本人宛に通知します。

４　そ　の　他

　　審査の結果、出願資格が〔有〕と判定された者は、この要項の３頁のⅢ出願期間と受付場所及びⅣ出願

手続により、期間内に手続きしてください。

　　なお、出願書類のうち、すでに資格審査で提出している書類は不要です。
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出願資格⑽により出願する者の資格審査について

・本研究科において、個別の入学資格審査により大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、

令和６年４月１日までに２２歳に達する者

・その他本研究科において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

１　提出書類

　①　出願資格審査願（本研究科所定の用紙）

　②　履歴書（本研究科所定の用紙）

　③　最終学校の卒業又は修了証明書及び授業内容を記した資料

　④　最終学校の学業成績証明書（厳封したもの）

　⑤　履歴に教育機関等での教育・研究歴等を有する者にあっては、以下の関係書類を添付すること。

　　　教育又は研究歴証明書（本研究科所定の用紙に、所属の長等が証明したもの）

　　　教育又は研究実績調書（本研究科所定の用紙に、本人が記載したもの）

　　　教育又は研究成果報告書（本研究科所定の用紙に、本人が記載したもの）

　⑥　業績として学術論文、著書、研究発表等を有する者にあっては、その関係書類の写しを添付すること。

２　書類の提出期限及び提出先

　①　提出期限　令和５年６月１日㈭

　②　提出先　徳島大学蔵本事務部医学部学務課第一教務係医学研究科担当

３　資格審査結果の発表

　　令和５年６月１２日㈪付けで本人宛に通知します。

４　そ　の　他

　　審査の結果、出願資格が〔有〕と判定された者は、この要項の３頁のⅢ出願期間と受付場所及びⅣ出願

手続により、期間内に手続きしてください。

　　なお、出願書類のうち、すでに資格審査で提出している書類は不要です。
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徳島大学大学院医学研究科医科学専攻修士課程の授業科目の概要

講 義 等 の 概 要授 業 科 目 名

　バイオサイエンスおよび医療に従事する者は、人権、生命倫理に十分な配慮を
行い、個人情報保護、実験動物愛護にも同じく目を向けなければならない。本授
業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的としている。
　生命倫理学、臨床倫理学、社会倫理、個人情報保護、実験動物愛護などの問題
に日頃接することの多い講師が経験に基づいた講義をオムニバス方式で行う。

生 命 倫 理 概 論

　心と身体は密接につながっている。したがって、「心の問題」の理解と予測・制
御を扱う臨床心理学の基礎の習得は、精神医学・心身医学領域のみならず、あら
ゆる医学領域において重要であろう。本講義では、まず臨床心理学の定義、対象、方
法（代表的な心理検査、心理療法）、心身相関の様態、次いで、有効性・科学性と
いう点で、臨床心理学の世界的趨勢となりつつあるエビデンスベイストな臨床心
理学の代表、認知行動療法の理論と実際を概説する。

臨 床 心 理 学

１． 介入試験（薬物治療等を行いその効果を検証する試験）の設計、評価法につ
いて、効果判定の決め手になることの多い無作為比較試験を中心に概説する。

２． 専門分化の時代から機能的な統合の時代に入った医療において、大学病院と
地域連携のためのITの役割をシステム開発事例や実演などを用いて解説する。
また、病院経営の実情と今後の対応（人的な仕組みを含む）におけるIT化戦
略について概説する。

３． 日本における学校給食、食事摂取基準の制定、国民栄養調査などの行政的な
取り組みとそれが国民の栄養改善・健康増進に及ぼす影響などについて解説す
る。アフリカ、アジア諸国のタンパク質・エネルギー欠乏症、貧血、ヨード欠
乏症などの実態と取り組みについて成功と失敗を紹介する。また、米国の肥満
問題などの背景について考える。

４． 口腔疾患について、発生要因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をま
じえながら教授し、科学的根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する。

５． 患者の権利として要求される医療（医薬品）情報開示・提供に際しての情報管
理の在り方や医薬品の安全対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する。

６． 多くの薬害事例を紹介し、それらの発生要因や背景を考慮して薬害を如何に
防止するかを考える。

社会医学・疫学・医学
統 計 概 論

　研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり、海外の学会やシンポジウムで発表
や講演をしたりすることは、研究者養成を目的とする大学院教育において必須の
履修目標である。
　そこで、本授業では医学英語論文、要旨の作成方法について系統的な講義をビ
デオ並びにマルチメディア教材等を積極的に活用しながら行う。更に、医科学用
英語の聴き取り及び英語による討論の訓練を行い、発表技術の向上を目指す。

英 語 論 文 作 成 法

　JAXAを含め、世界中のAgenciesが、火星を含めた有人宇宙探査に乗り出し
ている。宇宙飛行士の宇宙での安全な活動を担保するためには、「食」を中心とし
た宇宙栄養学、「薬」を中心とした宇宙医学の進歩が必須である。さらに、無重力
による骨量減少や筋萎縮などの有人宇宙開発における健康上の問題点は、超高齢
社会である我が国の医療上の問題点と非常に良く似ている。本授業を通して、有
人宇宙開発や超高齢社会の問題点を知るとともに、その解決力を身につけて欲し
い。受講者のなかから、国際宇宙ステーションや月面基地で宇宙研究（実験）を
行う研究者が生まれることを切に望んでいる。

宇宙と栄養・医学概論

　実験動物の取り扱い方、細胞と器官の培養方法とその応用、蛋白質の取り扱い
方とその解析方法、遺伝子解析の方法とその応用、抗体を用いた研究方法とその
蛋白質、免疫組織細胞化学に対する応用、数理モデルによる生体機能発現機構の
解明等生命科学の基礎的な研究技法を講義する。

生命科学の研究手法

　科学コミュニケーションのツールとしての英語を講義の視聴、プレゼンテー
ション、議論などを通じてよりうまく使いこなすようになることを目的に授業を
行う。

生 命 科 学
コミュニケーション特論

　生体を構成する組織や器官の構造と働きを理解するため、基本的な生体物質と
細胞についての講義をし、細胞レベルから見たからだの働きと疾患との関連を理
解することを目的とする。

ヒューマンサイエンス
（ 形 態 と 機 能 ）

　人々の病気の治療・予防に多大の役割を担っている薬物をより有効に、かつ安
全に使うために、薬物の人体における作用と生体内動態に影響を及ぼす諸因子に
ついて解説し、モデル式を利用した科学的評価に基づく薬物療法について講義す
る。また、有用な医薬品として期待されるDDS製剤の最近の動向と医薬品開発
における臨床試験方法について解説する。

臨 床 薬 理 学 概 論
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講 義 等 の 概 要授 業 科 目 名

　ポストゲノム時代における医学、生物学に重要な位置を占めるプロテオミクス
の基礎を習得する。遺伝子産物である蛋白質がどのように相互作用して生命活動
を制御するかを理解する手段としてのプロテオミクスの理論、解析法、応用例を
体系的に講義する。

プロテオミクス概論

　「ゲノムの塩基配列」と「マイクロサテライトと単一ヌクレオチド多型を含む多
型情報」が明らかにされている。ゲノム多型情報を用いて単一遺伝子疾患の原因
遺伝子と多遺伝子性疾患の疾患感受性遺伝子とその多型を明らかにできる。これ
らの情報に基づく「ゲノム創薬」について講義する。

ゲ ノ ム 創 薬 特 論

　まず、知的財産制度全般の重要事項について解説することにより全体像の理解
を深める。次に、バイオ・医薬分野の知財に特徴的な事項を研究開発や医療行為
と関連させて説明する。適宜、医療、医薬品、食品等と関連した具体的な事例を
紹介することで理解を深める。

医療系分野における
知 的 財 産 学 概 論

　進行性変化、退行性変化、循環傷害、腫瘍、炎症、感染症、免疫など病気の原
因と発生機序について、また、細菌、ウイルス、寄生虫など微生物学の基礎知識
について、分子レベルで理解できるように教育するとともに、細胞レベル、臓器
レベル、個体レベルの変化と関連させることを目的とした講義を行う。

ヒューマンサイエンス
（ 病 理 病 態 学 ）

　循環器、呼吸器、消化器、腎臓、神経・筋、内分泌・代謝、血液の各臨床領域
における代表的な疾患につき、発症機序および原因となる遺伝子などの異常、そ
して各々の疾患の病態生理を健常者と対比させつつ講義を行う。また最新の診断
および治療法の理論と実践にも触れる。

臨 床 医 学 概 論

　ゲノムの構造と機能を基盤とした生命科学および医学について教授する。ゲノム医科学概論

　メディカルサイエンスを学ぶために必要な基本的知識と手技を、分子細胞生物
学、生理・生化学分野、およびゲノム科学について、実際の実験を通して学ぶ。
なお、学習内容については、指導教員が学生の習得している専門知識・技能や修
士論文のテーマ、進路希望等を勘案して、３研究分野（分子細胞生物分野、生理・
生化学分野、ゲノム科学分野）からそれぞれ１人の教員の実習を指定する。

メディカルサイエンス
基 本 実 習

　タンパク質の多様性が生み出される分子機構と、疾患においてどのようにその
機構が変化／破綻するかを解説し、実際の研究法を幾つかの例をあげて説明する。
病態に伴い動態が変化するタンパク質群を探索同定するための研究法とこのよう
なプロテオーム解析を通して得られた知見の新たな診断法や新薬開発への応用に
ついて講義する。

プ ロ テ オ ミ ク ス
医 科 学 特 論

　最初に蛋白質と酵素の機能解析の基礎理論について修得し、これらの知識を基
に、病気の原因、治療法、予防法の解明の実際例について学ぶ。講義では最新の
情報を可能な限り取り入れた講義を行う。

応用分子酵素学・
病 態 学 特 論

　バイオメディカル研究者、医療従事者として必要な電気電子機器の活用法、情
報処理解析法、機器分析法についての基本的な知識と医学応用について講義する。

メ デ ィ カ ル
エレクトロニクス特論

　近年のナノテクノロジーの進歩を背景として、この技術を医療応用するための
基礎知識、臨床検査上の現状と問題点を講義すると共に、実際の医療応用例を示
して基礎研究と実用化のプロセスを学ぶ。

ナノテクノロジー
医 療 応 用 特 論

　人類遺伝学の基礎的な知識を修得し、臨床的な応用、遺伝カウンセリングにつ
いて学習する。英語の臨床遺伝学の本を選定し輪読会形式で読み進む。各学生が、
予習と説明を担当する。

医 療 遺 伝 学 特 論

　生体の発生・分化についての基礎知識を習得し、それに基づく再生医療の可能
性について理解する。発生現象の基礎とその分子機構および細胞分化の基礎とそ
の分子機構について習得する。また、胚性培養細胞等を用いた再生医療について
理解する。

発生・分化・再生医学
特 論

　ヘルスサイエンス領域の世界をリードする最先端研究の成果を学修して、課題
探求能力の開発と、独創的な発想力並びに研究プロジェクト推進能力を養成する。
最新の内外の代表的学術論文を学生に抄読させ、作業仮説の構築とその実証過程
について学修する。研究計画の立案方法および研究実施方法とその結果に関して、
学生による発表討論を行い、課題探求能力開発と研究推進能力育成を目的とした
総括的な指導を行う。さらに、病態の解明と治療薬開発をめざす医科学研究の戦
略を考察する。

課 題 探 求 演 習

　講義・実習で習得した知識、実験手法などを実際に研究の場でどう生かせるか
を試行することを目的とする。指導教員は研究課題を設定させ、研究計画の作成、
実験の進め方、実験手法の習熟、データの整理・解釈を指導して、研究成果を修
士論文としてまとめさせる。

メディカルサイエンス
特 別 研 究
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徳島大学大学院医学研究科教育研究分野名等一覧

（医科学専攻） （令和５年４月）

教　　員　　名　　等教育研究分野名

冨 田 江 一教 授機 能 解 剖 学

漆 原 真 樹教 授小 児 科 学

岩 佐　 武教 授産 科 婦 人 科 学

米 村 重 信教 授細 胞 生 物 学

高　山　哲　治教 授消 化 器 内 科 学

（ 選 考 中 ）教 授予 防 医 学

森 岡 久 尚教 授公 衆 衛 生 学

（ 選 考 中 ）教 授総 合 診 療 医 学

安　友　康　二教 授生 体 防 御 医 学

野間口　雅　子教 授微 生 物 病 原 学

（ 選 考 中 ）教 授顕 微 解 剖 学

勢　井　宏　義教 授生 理 学

沼 田 周 助教 授精 神 医 学

髙 木 康 志教 授脳 神 経 外 科 学

親　泊　政　一教 授生 体 機 能 学

廣 瀬　 隼教 授医 療 情 報 学

池 田 康 将教 授薬 理 学

田 中 克 哉教 授麻酔・疼痛治療医学

脇　野　　　修教 授腎 臓 内 科 学

大 藤　 純教 授救急集中治療医学

石 澤 啓 介教 授臨 床 薬 理 学

三田村　佳　典教 授眼 科 学

北 村 嘉 章教 授耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

和 泉 唯 信教 授臨 床 神 経 科 学

教　　員　　名　　等教育研究分野名

（ 選 考 中 ）教 授分 子 病 理 学

島　田　光　生教 授消化器・移植外科学

秦　 広 樹教 授心 臓 血 管 外 科 学

（ 選 考 中 ）教 授泌 尿 器 科 学

佐　田　政　隆教 授循 環 器 内 科 学

常 山 幸 一教 授疾 患 病 理 学

原　田　雅　史教 授放 射 線 医 学

西 岡 安 彦教 授呼吸器・膠原病内科学

滝 沢 宏 光教 授胸部・内分泌・腫瘍外科学

西　村　明　儒教 授法 医 学

久 保 宜 明教 授皮 膚 科 学

西 良 浩 一教 授運 動 機 能 外 科 学

橋 本 一 郎教 授形 成 外 科 学

佐々木　卓　也教 授生 化 学

（ 選 考 中 ）教 授

血液・内分泌代謝内科学

福本誠二（※）教 授

森 野 豊 之教 授遺 伝 情 報 医 学

峯 岸 克 行教 授ゲノム遺伝情報学

（片 桐 豊 雅）教 授ゲ ノ ム 医 科 学

松 久 宗 英教 授糖 尿 病 学

小 迫 英 尊教 授細 胞 情 報 学

齋 尾 智 英教 授分 子 生 命 科 学

松 本 高 広教 授動 物 資 源 研 究

坂　口　末　廣教 授生 体 情 報 統 御 学

※担当教授（分野に属して大学院生の指導を行うことができる。学位授与に関しては、分野に一人の主任教

授が責任を持つ。）



令和６年度

受　　験　　票（一・社・外）

徳島大学大学院医学研究科修士課程

※

受験番号

氏　　名

⑴　本票は、常に携帯し、入学の手続を完了するまで保

存すること。

⑵　本票は、試験の際机上に置いて、係員に提示するこ

と。

⑶　本票は、面接の時にも、係員に提示すること。

⑷　本票は、係員の請求があれば何時でも提示すること。

枠に合わせて

写真をはる

（縦４㎝、横３㎝）

※受験番号

ふ り が な

志

願

者

男・女　氏　　名

　昭和
　　　　　　　年　　　　月　　　　日生
　平成

生年月日

都・道・府・県　本　　籍

大学　　　　　　学部　　　　　　学科　

　昭和　　　　　　　　　　　　　　　　　卒　　業
　平成　　　　　年　　　　　月
　令和　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業見込

受

験

資

格

〒　　　－

　　　　　　　　　　郡
　　　　県　　　　　　　　　　　町 方
　　　　　　　　　　市

電　話　　　市外局番（　　　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　　　

　　　　　　携　　帯　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　

現

住

所

〒　　　－

　　　　　　　　　　郡
　　　　県　　　　　　　　　　　町 方
　　　　　　　　　　市

電　話　　　市外局番（　　　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　　　

合

格

通

知

等

受

信

場

所

（注）必要事項を記入し、該当事項を○で囲むこと。（※印欄は記入しないこと。）

徳島大学大学院医学研究科（修士課程）入学願書（令和６年度）

（一般・社会人・外国人留学生）

写 真 貼 付

（縦４㎝、横３㎝）

１　次

２　次

※
受　験　番　号





志 願 理 由 書

ふ り が な

氏　　　　名

　本用紙に１,０００字程度で作成すること。なお、ワープロ使用の場合は、本様式にならい作成すること。
　面接試験等の参考としますので、入学後に学びたい研究分野に連絡を取り、研究分野を志願理由に含めて作成すること。
　（※印欄は記入しないこと。）

※
受験番号





　履　歴　書　

自筆で記入すること。　　　　令和　　年　　月　　日　

本　籍　地（ふりがな）

氏　　名

都 道 府 県　　昭和
　　　　　年　　　月　　　日（満　　才）
　平成

生年月日

〒　　　－

Tel.（　　　　）　　　　－　　　　　
現 住 所

Ⅰ　学歴（中学卒業から記入のこと）

記　　　　　　　　　　　　事月年

Ⅱ　職　歴

Ⅲ　賞　罰

徳島大学大学院医学研究科

※
受験番号

（※印欄は記入しないこと。）





※
受験番号

受 験 承 認 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

昭和　　　　　　　　　　　
　　年　　月　　日生　

平成　　　　　　　　　　　

　上記の者が、令和６年度徳島大学大学院医学研究科修士課程の入学試験を受験す

ることを承認します。

　　令和　　年　　月　　日

　　徳島大学大学院医学研究科長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　勤　務　先

　　　　　　　　　　　　　　又は在学先

　　　　　　　　　　　　　　所　在　地

　　　　　　　　　　　　　　所属長又は

　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

（注）官公署、民間会社、病院等に在職している者、又は他大学に在学している者のみ提出すること。

※印欄は大学が記入します。





令和　　年　　月　　日　

受験資格⑼による出願資格審査願

　　徳島大学大学院医学研究科長　　殿

　令和６年度徳島大学大学院医学研究科修士課程へ「出願資格⑼」により出願したい

ので、同資格の審査をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和
　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　　　年　　月　　日生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学　　　　　　　　　　学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科　　　　年

　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　Tel．　（　　　　　）　　　　　－　　　　　　





　

受 験 承 認 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

昭和　　　　　　　　　　　
　　年　　月　　日生　

平成　　　　　　　　　　　

　上記の者が、令和６年度徳島大学大学院医学研究科修士課程の入学試験を受験す

ることを承認します。

　　令和　　年　　月　　日

　　徳島大学大学院医学研究科長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　在学大学名

　　　　　　　　　　　　　　所　在　地

　　　　　　　　　　　　　　所　属　長　　　　　　　　　　　　　　　印

〔医学研究科修士課程受験資格⑼による個別審査用〕





〔医学研究科修士課程受験資格⑼による個別審査用〕

令和　　年　　月　　日　

　　徳島大学大学院医学研究科長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属・職名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　印

推　　薦　　書

ふ り が な

志 願 者 氏 名

志願者の学力、適性、創造力、将来への期待などの他、特に現時点で大学院受験が適当であると判

断された理由について詳しくお書き下さい。

　※この推薦書は、志願者の指導教員等がご記入・厳封の上、志願者にお渡し下さい。





令和　　年　　月　　日　

受験資格⑽による出願資格審査願

　　徳島大学大学院医学研究科長　　殿

　令和６年度徳島大学大学院医学研究科修士課程へ「出願資格⑽」により出願したい

ので、同資格の審査をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和
　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　　　年　　月　　日生〔満　　歳〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成

　　　　　　　　　　　　　住　　所　〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　Tel．　（　　　　　）　　　　　－　　　　　　





〔医学研究科修士課程受験資格⑽による個別審査用〕

教育又は研究歴証明書

令和　　年　　月　　日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属・職名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　印

男・女
昭和　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　年　　月　　日生〔満　　歳〕
平成　　　　　　　　　　　　　　　

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日

現職等（所属・職名等）

〒　　　－
現 住 所

教 育 ・ 研 究 歴 事 項年 月 日

大学　　　　　　　学部　　　　　　　学科

備 考

　注⑴　志願者を熟知する所属の長、又は指導的立場にある者が証明すること。
　　⑵　年齢は、令和６年４月１日現在で記入すること。





〔医学研究科修士課程受験資格⑽による個別審査用〕

教育又は研究実績調書

男・女
昭和　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　年　　月　　日生〔満　　歳〕
平成　　　　　　　　　　　　　　　

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日

現職等（所属・職名等）

著 者

（本人を含

め記載順

に記入す

ること）

発表論文誌の名称、巻、頁、発表年

（印刷中または投稿中の場合は、そ

の旨を記入すること）
学術論文題名、著書、学協会、討論

会、国際会議等での研究発表題名、

及び特許・発明等の名称 発表学協会、討論会、国際会議等の

名称及び発表年月日

　注⑴　学術論文等は、別刷又はその写しを添付し、研究発表の場合は、要旨又は概要を添付すること。

　　⑵　この用紙に書ききれない場合は、同様の形式のものを付加してもよい。

　　⑶　年齢は、令和６年４月１日現在で記入すること。





〔医学研究科修士課程受験資格⑽による個別審査用〕

教育又は研究成果報告書

ふ り が な

氏　　　　名

　本用紙に１,０００字程度で作成すること。なお、ワープロ使用の場合は、本様式にならい作成すること。





払
　
　
込
　
　
取
　
　
扱
　
　
票

各 票 の ※ 印 欄 は 、 志 願 者 に お い て 記 載 し て く だ さ い 。

切 り 取 ら な い で 郵 便 局 に お 出 し く だ さ い 。

円
十

百
千

万
十

百
千

金 　 額

口
　
　
座
　
　
記
　
　
号
　
　
番
　
　
号

　

国
立
大
学
法
人
　
徳
島
大
学

加 入 者 名

令
和
６
年
度
医
学
研
究
科
修
士
課
程
　
検
定
料

通 　 　 信 　 　 欄

お
と
こ
ろ（
郵
便
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

※ お
な
ま
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様

（
電
話
番
号
　
　
　
　
　－
　
　
　
　
　
－
　　
　
　
　
）

志 　 願 　 者

日 　 　 附 　 　 印
裏
面
の
注
意
事
項
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）（
承
認
番
号
徳
第
４
３
８
１
号
）

特
殊

取
扱

料 　 金

こ
れ
よ
り
下
部
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

記 載 事 項 を 訂 正 し た 場 合 は 、 そ の 箇 所 に 訂 正 印 を 押 し て く だ さ い 。

振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証 番

十
百

千
万

十
百

国
立
大
学
法
人
　 徳
島
大
学

加 入 者 名

円
十

百
千

万
十

百
千

金 　 額

お
な
ま
え

※ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様

志 　 願 　 者

　（
消
費
税
込
み
）

円
　

料 　 金 備 　 考

日
　
　
附
　
　
印

口 座 記 号 番 号

記 載 事 項 を 訂 正 し た 場 合 は 、 そ の 箇 所 に 訂 正 印 を 押 し て く だ さ い 。

　

（
徳
島
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
第
３
２
号
）

検
定
料
払
込
証
明
書（
出
願
用
）

口
座
記
号
番
号

国
立
大
学
法
人
　 徳
島
大
学

加
入
者
名

円
十

百
千

万
十

百
千

払
込
金
額

※

志
願
者

住
所
氏
名

日
　
　
附
　
　
印検定料の払い込みについて

１　検定料を払い込む場合は、必ずこの払込

用紙を使用して最寄りのゆうちょ銀行及び

郵便局の窓口から払い込んでください。

（ATMは、使用しないでください。）

２　検定料を払い込む際には、払込用紙のす

べての志願者欄に氏名等を記入の上、切り

取り線から払込用紙を切り取り、ゆうちょ

銀行及び郵便局の窓口へ検定料に手数料を

添えて提出してください。（払込用紙は３連

式ですので、切り離さないでください。）

３　検定料を払い込んだ際には、日附印が押

印された「検定料払込証明書（出願用）」を

必ず受領してください。

４　「検定料払込証明書（出願用）」は、「検定

料払込証明書」の指定の欄に貼付して願書

に添付して提出してください。

５　この払込用紙の「振替払込請求書兼受領

証」をもって国立大学法人徳島大学の領収

証書に代えさせていただきますので、別に

領収証書を送付することはありません。

切
　
り
　
取
　
り
　
線



（
ご
注
意
）

・
こ
の
用
紙
は
、
機
械
で
処
理
し
ま
す

の
で
、
金
額
を
記
入
す
る
際
は
、
枠

内
に
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
本
票
を
汚
し
た
り
、
折

り
曲
げ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
用
紙
に
よ
る
、
払
込
料
金
は
、

ご
依
頼
人
様
が
負
担
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

・
ご
依
頼
人
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
き

ま
し
た
払
込
書
に
記
載
さ
れ
た
お
と

こ
ろ
、
お
な
ま
え
等
は
、
加
入
者
様

に
通
知
さ
れ
ま
す
。

・
こ
の
受
領
証
は
、
払
込
み
の
証
拠
と

な
る
も
の
で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

収
入
印
紙

５
万
円
以
上

貼
　
　
　
付

印
こ
の
場
所
に
は
、
何
も
記
載
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。



検 定 料 払 込 証 明 書

「検定料払込証明書（出願用）」貼付場所

医 学 研 究 科

修 士 課 程 志 願 者 用

※
受験番号

（注）　※印欄には記入しないでください。





あ て 名 票

住所

受験番号（大学記入欄）

氏名

殿

住所

受験番号（大学記入欄）

氏名

殿

住所

受験番号（大学記入欄）

氏名

殿

合格通知等用→

合格通知等用→

（予備：上記と同じ

あて名を記入すること）

入学手続案内用→

※必ず受け取るこ

　とができる住所

　を記入すること

合格通知等を受け取る住所、氏名、郵便番号を３箇所に記入すること。

団地・アパート等に居住している者は、棟番号、戸番を入れ、間借りをしている者は、

「○○様方」と詳しく記入すること。

なお、出願後、又は合格発表後、住所変更した場合は、速やかに届け出ること。





立体駐車場

総合研究棟総合研究棟

学生控室学生控室

先　端先　端
酵素学酵素学
研究所研究所
Ａ　棟Ａ　棟

先端酵素学先端酵素学
研究所Ａ棟研究所Ａ棟
（次世代酵素次世代酵素
学研究領域）学研究領域）

先端酵素学研究所Ｂ棟先端酵素学研究所Ｂ棟
（プロテオゲノム研究領域）（プロテオゲノム研究領域）

先　端
酵素学
研究所
Ａ　棟

 至蔵本駅
 至徳島 至池田

蔵　

本　

公　

園

道　

路

納骨堂

民 家

立体駐車場

P

テニスコート

弓
道
場

　国　道　１９２　号　線　

歯　　学　　部

薬学部

長井記念ホール

図書館（蔵本分館）

維持管理
センター

特高受電室

保健学
Ａ　棟

保健学Ｂ棟

青藍会館

蔵本会館

体育館

医薬創製教育
研究センター

歯
学
部

宿舎

東病棟

西病棟

サ
ー
ク
ル
部
室

学生控室

先端酵素学
研究所Ａ棟
（次世代酵素
学研究領域）

先端酵素学研究所Ｂ棟
（プロテオゲノム研究領域）

市営バス
医学部前

総合メディ
カルゾーン
バス停

運　動　場

P

P

立体駐車場

県
立
中
央
病
院

N

医学基礎Ａ棟

医学臨床Ａ棟・病院

中央診療棟

外来診療棟１Ｆ
学務課

医学臨床Ｂ棟

保健学Ｃ棟・病院

総合研究棟

臨　床
講義棟

青藍講堂
藤
井
節
郎
記
念

医
科
学
セ
ン
タ
ー

P

医学部

医学基礎Ｂ棟

放射線総合
センター

放射線総合
センター

栄養学棟

動物実験施設

駐輪場

PP

駐輪場 駐輪場

大塚

講堂

廃棄物
集積場

医
歯
薬
学
共
同
利
用
棟

ＳＰＤ
センター棟

サイクロ
トロン棟

西
外
来
診
療
棟

市営バス
県立中央病院・
徳島大学病院前

P

徳島大学あゆみの森保育園

災害・感染症
トリアージ棟

【徳島大学蔵本地区建物配置図】

至
吉
野
川
橋

助
任
橋

新
町
橋

両国橋

市
役
所

富田橋

春
日
橋

徳
住
橋

吉
野
川
大
橋

福島橋

新蔵町

吉野川

にけんや　　　至小松島・牟岐

県庁

保
健
所

と
み
だ

牟
岐
線

高　

徳　

線

至
高
松

佐古大橋

至名田橋

不
動
橋

弁
天
橋

県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

さこ

R19
2

城山

とくしま
徳島
公園

あく
い

くら
もと

徳　
島　
線

鮎　

喰　

川

歯学部・徳島大学病院

薬学部 医学部・医学研究科・医学部・医学研究科・
医科栄養学研究科医科栄養学研究科

徳島大学病院徳島大学病院

総合運動場

総合科学部

理工学部
附属図書館

学生会館

大学本部

眉　
　

山

N

岡山
・

・

・

・

・ ・

松山

高松

高知

徳島市

神戸

大
阪

○

至池
田

【徳島大学位置図】

交通アクセス

岡山駅
ＪＲ

高松駅
ＪＲ瀬戸大橋経由約１時間 高徳線約１時間１０分

徳島駅
ＪＲ

◎鉄道

京都・神戸・大阪
・関西空港方面

東京［品川］
徳島［ＪＲ徳島駅前］ 高松・高知・松山

明石海峡大橋 淡路島

約１時間５０分～約２時間５０分

（浜松町経由）約８時間４０分

◎高速バス

徳島市バス

約２０分
大阪駅
ＪＲ

徳島駅
ＪＲ電車約１時間 約２時間

◎フェリーボート

難波 和歌山港 徳島港

交通アクセス

航空機
鉄道
船舶
バス

医学部・医学研究科・
医科栄養学研究科

徳島大学病院

◎航空機
東京［羽田空港］

福　岡

約１時間１０分

約１時間３０分 徳島駅
バ　ス ＪＲ

約３０分
徳島阿波おどり空港

生物資源産業学部

徳島市営バス乗場案内（ＪＲ徳島駅から試験場へ）

徳島駅から医学部まで・・・・・約４㎞

のりば 備　　　考

１

行　　先

中央循環線（右回り）

上鮎喰

「県立中央病院・徳島大学病院前」

　　下車　徒歩　３分

又は「総合メディカルゾーン」

　　下車　徒歩　２分

「医学部前」　下車

　　徒歩　２分

名東、地蔵院、

天の原西（延命）

約２～３時間




